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東北大学第 11回公開講座
「今、エネルギーを考える」のご報告

日 日寺:2024奔ヨ2月 21日 (±1)13:00～ 16:15

会 場:東北大学片平さくらホール開催

講演 |「カーボンニュートラル実現を目指した電源構成と原子力開発の

目指す方向」

講師/NPO法人 ニュークリア・サロン 冨」代表

小竹 庄司(こ たけ しょうじ)氏
講演2「能登半島地震と日本列島の地震ハザー躊噺躙

講師/東北大学災害科学国際研究所 教授

遠田 晋次 (と おだ しんじ)氏

東北大学大学院工学研究科が主催 し,同大学流体科学研究所およ

び 日本保全学会 東北 。北海道支部が共催する第 11回公開講座「今、
エネルギーを考える」が,2024年 12月 21日 (土)に開催 され

ました。

本講座は,エネルギー問題を多面的な視′点から見つめ直し,あ ら

ためて日本のエネルギー政策を考える素地を提供することを目的

としたものです。

第 11回 目となる今回の講座は,昨年度と同様に東北大学片平さ

くらホールを会場としての開催となりました。

東北大学片平さくらホールには 40名 の方々にご参カロいただき,盛
会となりました。

講座では,カ ーボンニュー トラルを目指すための課題や原子力の

最新動向及び地震ハザー ドに関する貴重な内容を大変分か りやす

くご講演いただきました。講師のお二方,な らびに熱心に聴講いた

だき,多くのご質問をいただいた参加者および関係者の皆様に,心
より御礼申し上げます。

開催にあたり, 日本保全学会 東北 0北海道支部 支部長 0東北大

学流体科学研究所教授の内一哲哉氏より,開催の趣旨と今回の講演

内容等に関する説明が述べられ,東北大学大学院工学研究科教授の

遊佐訓孝氏の司会により進行されました。

はじめにNPO法 人ニュークリア・サロン副代表の小竹庄司氏よ

り「カーボンニュー トラル実現を目指した電源構成と原子力開発の

目指す方向」として環境と調和したエネルギーミックスと原子力開

発の方向性について講演が行われ,遊佐訓孝氏をコーディネータに

活発な質疑応答が行われました。
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<小竹庄司氏 ご講演の様子>

休憩を挟んで,東北大学災害科学国際研究所 教授の遠田晋次

氏より賄旨登半島地震と日本列島の地震ハザー ド評価」として 20
24年 1月 に発生 した能登半島地震のメカニズムや地震時の状況

及び、日本列島における地震ハザー ド評価の現状等について講演が

行われ,東北大学大学院工学研究科教授の堂崎浩二氏をコーディネ
ータにこちらも活発な質疑応答が行われました。

<遠田晋次氏 ご講演の様子>

閉会にあたり,東北大学大学院工学研究科教授の橋爪秀利氏より,

講師のお二方へ感謝の言葉と講演内容の振 り返 り等が述べられまし

た。

<橋爪秀利氏 閉会の挨拶>
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